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１ 主題設定の理由 

昨年度、新型コロナウイルス感染症予防のために新

しい生活様式に沿った学習の形が求められる中で、本

クラスでは、休校期間中に遠隔会議システム「Zoom」

によるオンライン授業に取り組んだ。そしてその経験

を活かし、登校再開後も、Zoom をはじめとする ICT

を活用した学習活動を積極的に活用してきた。それら

を推進したのには、２つの強い願いがあった。 

（１）新しい生活様式に沿った学習活動を実現したい 

長野県稲荷山養護学校は、知的障害特別支援学校と

肢体不自由特別支援学校の並置校である。そして本ク

ラスは、その中でも通常の教育に準ずる課程を履修し

ている肢体不自由児の学級（３～６年生・男子５名、

女子３名）である。 

令和２年度、本校は新型コロナウイルス感染症予防

のために、4 月途中から５月いっぱいまで休校を余儀

なくされた。その後も、新しい生活様式の中、制約が

ある中での学習が続いた。 

そのような中で求められる、「新しい生活様式」に沿

った学習を実現し、これまで通りの学習を保障したい。

そしてそれにとどまらず、子どもたちが新しい形での

学びを体験できるようにしたいと考えた。 

（２）児童全員が自信を持って自己表現してほしい 

本クラスの児童は、どの子もとても素直で、学習に

一生懸命取り組む。一方で、大きな声であいさつをし

たり、人前で自分の意見を言ったりという表出が苦手

な児童が多い。加えて、車椅子生活の児童が多い本ク

ラスでは、移動を伴う意見交流活動をするのが非常に

難しい。 

そんな実態に対して、双方向型のオンライン授業や

日常的な ICT 機器の活用によって、移動のハンディキ

ャップ克服を含めた、自己を表現しやすい環境を作ろ

うと考えた。そして、自分の思いに自信を持って発信

し、さらに友達と互いの思いをぶつけ合ってほしい。

同時に、それを楽しんでほしいと願い、このような主

題を設定した。 

２ 具体的な取り組み 

（１）Zoomによるオンライン授業 

新年度が始まった直後の４月第２週目。本校は新年

度早々に、臨時休校に入った。 

休校にあたり、児童が自宅で学習するための、自習

用プリントを用意した。教員がいなくても自分で学習

を進められるように、既存のプリントに注釈を加えた

ものや自作した教材を、各児童の家庭に郵送した。し

かし、一方向的なプリント学習だけでは、児童の学力

を保障できるか心配であった。配信型の学習サポート

体制も広まりつつあったが、児童一人ひとりの特性の

幅が極めて大きい特別支援学校において、受け身の学

習だけで効果的な学習ができるとは、到底思えなかっ

た。児童一人ひとりに合わせた学習を提供するために

は、担任と児童が双方向のやりとりをしながら、学習

をサポートしていくことが必要だと考えた。 

そこで、遠隔会議システム「Zoom」を使った、双

方向型のオンライン授業を行うことにした。児童の自

宅と、担任の自宅又は教室とをオンラインで繋ぎ、児

童と教員とが対話をしながら授業を進めた。 

 最初、「私たちにそんなことが出来るのだろうか」「な

んだかとっても難しそう」と、不安を口にする職員ば

かりだった。未知の機器やアプリに、大きな抵抗感が

あった。先頭に立って進める私自身、不安がいっぱい

だった。当時はまだまだ数少なかった先行実践を参考

にしながらも、通常学級で行われている遠隔授業が、

肢体不自由のある児童にとっても有効であるという確

証はなかった。しかし、「とにかく、まずはやってみよ

う」と試験的に授業を始めてみた。最初は、機器の取

り扱いに手間取ることもあったが、教員も児童も、３

日目くらいにはスムーズな操作が可能になり、軌道に

乗せることができた。 

授業は、基本的にマンツーマンの個別指導の形式を

とり、事

前配布し

た教材の

答え合わ

せを中心

に進める

ことから

始めた。

事前配布

したプリ

ントは、

児童の実

態や、オ

ンライン

で学習す

る上での  

Ū ɕɨɱɆ Ƽ̭ǋᶽ᷂ǵǖȐǞƽ 
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使いやすさを考慮し、その多くは自作した。児童は、

そのプリントを授業前に取り組んだ上で、事前に配っ

た時間割通りに教員のアカウントにログインし、授業

を受けた。 

事前配布したプリントは、資料①のように解説を多

くして、出来る限り自分で進められるよう工夫した。 

授業では、教員のパソコン画面にプリントを表示し、

「共有」の機能によって、全く同じ画面が児童のタブ

レットに映るようにした。そして、プリントの補足説

明をしたり、児童からの質問に答えたり、その場で発

問したりして進めた。こうして、板書がタブレット画

面に変化しただけで、限りなく教室での授業に近づけ

ることができた。 

その際、画面越しとは言え、毎日 20～30 分、児童

と教員との２人だけの空間を作ることができた。これ

が、児童と教員との関係作りに繋がった。担任４人の

うち３人は今年度入れ替わったこともあり、最初は緊

張していた児童の顔が、徐々にほころんでいくのが分

かった。関係ができてくるにしたがって、児童の発言

も増えていった。 

そして、徐々に Zoom 上のやりとりに慣れてきたと

ころで、授業中に提示した写真や表・グラフの読み取

りなど、自由思考を伴う学習を行った。 

例えば資料②のスライドについては、社会科を担当

している５年生４人全員に同じ発問をして、どの児童

からも、意見を引き出すことができた。 

この時、対面授業と同じ発問であっても、担任と一

対一になることで、友達の目を気にせず、教員と気楽

にやり取りができた。また、児童は自宅にいることで、

よりリラックスした状態で授業を受けることができた。

それにより児童は、集団授業では出せなかっただろう 

意見を、たくさん出すことができた。 

ū ȷɧȢɇƼ ⁸ǵШ ș ǭƲ ǲǫǋǦ

ȉǵșї ȒǧǘǦǖǜȚ ǏȏǍƽ 

また、個別で指導できたおかげで、それぞれの児童 

のペースに合った学習ができた。意見がなかなかまと

まらない時は、発言できるまでじっくりと待つことが

できた。 

自分の意見を徐々に表出することができるようにな

った子どもたちの姿から、最終的には自分の意見を発

表するとともに、友達と違った意見も伝え合い、討論

ができるまで成長できるのではないかと考えた。 

（２）オンラインで教師とやり取りした意見の発表 

マンツーマンでの遠隔授業により、関係ができてき

た教師に対しては、自分の意見を表出できるようにな

った。そして次の課題は、友達の前で意見を発表する

ことだと考えた。 

そこで、遠隔でのオンライン授業で出た児童一人ひ

とりの意見を記録しておき、休校明けに児童全員がそ

ろったところで、意見交流をすることにした。 

他の児童の前で発表することへの抵抗感を減らすた

めに、まずはオンライン授業での発言をプリントアウ

トし、子どもたちに配った。そして、「これを読むだけ

でいいので、順番に言ってごらん」と指示した。 

Ŭ ֺЃ ǵ Ǔ ǒȓǦɕɨɱɆƼ ǯ

Ӕ ǵШ ș ǭƲѝǒǪǦǚǯƲ ǬǋǦǚǯƲ

ǪǦǚǯșǮǔȒǧǘǦǖǜȚד ǋǭȆȏǍƽ 

例えば資料③については、資料②と同様に、児童

全員から事前に意見を引き出すことができていた。 

 発表する内容は、できるだけハードルを下げたも

のを用意した。例えば、「日本の国土と気候の特色」

の単元で考えた「春（・夏・秋・冬）と言えば何を

思い浮かべるか」を、順番に発表した。次に、「先生

は指名しないので、好きな順番で読みましょう」と

指示すると、こちらが指名せずとも、全員が自分か

ら発言することができた。また資料③のような少し

長めの文章も、プリントを読みながら、友達の前で発

表できた。 
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（３） Zoomによる教室での意見共有 

こうして、「事前に渡された自分の意見を音読する」

という形を作ることができた。しかし、「授業中に考え

た意見をその場で発表する」ということはまだ難しか

った。よって次の課題は、授業中に意見をまとめた上

で、その意見を友達と共有していくことだと考えた。 

そこで、オンライン授業の経験をもとに、Zoom を

活用して意見を共有した。Zoom の画面共有機能を使

い、それぞれの児童がタブレットに意見を書きこむ。

それを、教室前方のテレビ画面に大写しにする。 

ŭ Zoom В ḹ Ƽ ǓὄⱲǞǭ ș

ȀȒǦȈǵ›ẑșǮǔȒǧǘǦǖǜȚ ǚǍƽ  

画面に意見を打ち込むこと自体は、オンライン授業

ですでに経験済みだった。そのため、友達と同じ画面

で打ち込むという活動も、児童はほとんど抵抗感なく

取り組めていた。 

そして、オンライン授業以前にはできなかった友達

の前での意見発表も、発表前に自分の意見がすでに見

える状態になっているため、ハードルがぐっと下がっ

た。教員が「自由に発言してごらん」と指示しただけ

で、子どもたちは自分から次々と発表を始められるよ

うになった。 

また、意見の共有→発表の間、児童は自分の席や車

椅子に座り、友達とのソーシャルディスタンスを保っ

た状態で、学習に取り組むことができた。 

移動しながらの学習活動が難しい中、オンラインの

システムが、肢体不自由のある児童の「足」の代わり

になった瞬間であった。 

（４）Google Jamboard を活用した単元を通した討論 

 授業中に考えた自分の意見を、友達の前で発表する

ことができるようになった子どもたち。次の課題は、

発表した意見を、討論に繋げていくことだった。 

 例えば社会科の「自動車をつくる工業」の単元で、

「自動車工業の工夫について考えよう」という単元を

貫く学習問題を設けた。その単元の中で、自動車工業

でどんな工夫があるのか調べ、調べたことを発表し合

った。その上で、調べ学習の結果をもとにした討論を

仕組もうと考えた。 

しかし、Zoom の共有場面では、１つのミーティン

グが終わると書いたものは消えてしまう。よって、単

元を通した話し合い活動には適していなかった。 

そこで、クラウド上で意見を共有できる Google の

アプリ「Google Jamboard」（以下Jamboard）を使う

ことにした。 

ǀGoogle Jamboard ǁ 

ǵȠȩȤɱɆǒȐȭɧȤɇʣǲȠȭȹȷǞƲВ

ǞǦəɭȢɆɚɶɇʣǲἬș ǋǦȑƲ̂ ș ȑ

̂ǘǦȑǮǔȒƲGoogle Ǔ ͑ǞǭǋȒȠɕɨȯɶ

ȵɥɱǵǚǯƳ 

 これなら、一度打ち込んだ情報を次の時間までクラ

ウド上に残しておくことができる。 

学校で用意した無料の Google アカウントを使い、

資料➄（４ページ）のように Jamboard のホワイトボ

ード上に教科書や参考資料で調べたことを書きこんだ。 

まずは、Jamboad上に表示された、自分が調べた「工

夫」を発表した。Zoom による学習の積み重ねで、発

表についての抵抗感は全くなくなっていた。 

続いて、今回の課題に繋がる、「何のための“工夫”

であるか」を各自で考える活動に移った。じっくりと

自分の意見をメモし、考えをまとめた。ただし、本ク

ラスには、手先の微細運動が苦手な児童が多い。そこ

で、ノートよりタブレットの方が負荷が少ないと判断

した児童については、文書作成アプリƼWord」や

「Pages」に、タブレットを使って打ち込めるように

した。これらのアプリを使い、書く負担を最小限にす

ることで、書字が苦手な児童であっても、手先の動き

ではなく、自分の意見をまとめることに集中できた。 

それまでの発問に比べて難しい内容だったので、意

見をまとめるのに時間はかかったが、教員の支援を受

けながら、全員、自分の意見を固めることができた。 
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➄ Jamboard В ḹ Ƽ Ҳ › ǵ›ẑșƲ

ǮǔȒǧǘǦǖǜȚ ǋǭȆȏǍƽ  

自分の意見を発表したあと、友達の意見に賛成か反

対かを発表し合った。発表の時には、以下の型で発言

することとした。 

Ƕ ϓǶ ƦƦǧǯדǋȅǠƳ ǶƲ

ǯדǍǒȐǮǠƳ 

Ƕ ϓǶ ƦƦǜȚǵ ǲ ֚ᾍɵ

ǮǠƳ ǶƲ ǯדǍǒȐǮǠƳ 

（１）の型の通り、１人ずつ意見を言うことは簡単

にできた。しかし、（２）の型のように、友達の意見に

賛成や反対をする段階に入ると、沈黙が流れた。 

最初、児童同士では意見しにくかったようなので、

私が児童の意見に対する反対意見を述べた。すると、

「私は永原先生の意見に反対です。理由は～」と私の

意見に対して反対意見を述べる児童が現れた。それを

皮切りに、児童同士で「○○さんの意見に反対です。

理由は～」という形で、意見を戦わせることができた。 

 オンライン授業から、討論に繋げるために打ってき

た布石が、ここで実を結んだ。 

（５）仰向けに寝ながらの討論 

また、オンラインによる学習システムは、身体的な

理由により友達との意見交換が難しい児童に対しても、

有効ではないかと考えた。 

 体幹の障害のため、バギーの上で仰向けに寝た状態

で学習している児童（以下A 児）がいる。そんなA 児

も、友達と意見を交わし、討論に参加できる場の設定

をしたかった。 

 まず、仰向けのままで教材を見ることができるよう

に、バインダーをアームで固定し、そのバインダーに

プリントやノートをはさ

んだり、タブレットを固

定したりして、授業を行

った。 

しかしそれでは、教員

がA児に教材を提示した

り、A 児のノートやタブ

レット画面を教員が確認

したりするなどの双方向

のやり取りが非常に困難

であった。 

例えば、A 児のノート

の内容を確認する際には、

その都度、かがみこんでA児のノートをのぞき込むか、

教員がA児と共に寝転んだ状態で授業を進める必要が

あった。加えて、別の教材を提示したり、ページをめ

くったりする時には、いったん授業を止め、他の児童

を待たせた状態でA児の教材を付け替えなければなら

なかった。 

次に、教室に設置されたテレビ画面にパソコン画面

を映し出し、教材を提示した。これで、教科書をスキ

ャンしたものを映せば、比較的簡単に、教科書や資料

を提示することができた。しかしこれだけでは、A 児

以外の児童を含め、児童自身が情報発信するのが難し

く、教員からの一方向的な授業になりがちだった。 

そこで、Zoom を使い、休校期間中のオンライン授

業と同じように、教員のパソコン画面とA 児のタブレ

ット画面を共有した。それにより、タブレット画面上

に書きこむことで、

A 児からリアルタイ

ムの発信ができるよ

うになった。 

ů A Ѓǯ ᴣ

ǯǓ Zoom ș̓Ǫ

ǭȋȑǯȑșǞǭǋ 

Ȓ ἧ 

 これにより、以下のような姿が生まれた。 

Ⅰ 俳句を絵で表そう 

与謝蕪村の句「白露や茨の刺に一つづつ」を絵で表

してみよう、という活動では、タブレット画面に手描

きしたものをテレビ画面に映し、他の児童と共有した。

そして、その絵を他の児童の絵と比べ、白露が茨のど

こに付いていると思うか、他の児童と話し合った。 

教員 

A児 
 

A児の iPad 

教員のパソコン 
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Ű A ЃǓȽɔɪɁɆʣǲ ǋǦƲͅ ֧șȢɧ

ȷɆӓǞǦȉǵ 

Ⅱ 文中の色について考えよう 

『やまなし』で行った「文中に出てくる”色”につい

て考えよう」という活動では、スキャンして Jamboard

に貼り付けた教科書の文を、Zoom を使ってタブレッ

トに映した。そして、文章中に色の名前を見つけると、

タブレットに〇をした。その上で、それぞれの色と「生」

「死」の関係について、他の児童と話し合った。 

ű Jamboard ʣǲ ǞǦ ƾȋȅǱǞƿ

ǯƲǤǚǲA ЃǓʣ ǔǞǦ ǒȑǵȢɟɶȶ 

その討論の中で、「“月光”は、日光と比べた場合、ど

んなイメージ？太陽に対して月はどんな存在だろ

う？」といった発問をした。するとA 児は「月光はき

れいだから、生を表していると思う。この時の水面は、

こんな感じだよ。きれいでしょ？」と言いながら、本

文の「ラムネのびんの月光がいっぱいにすき通り」に

沿った月明かりの絵を描いた。その後、A 児の絵がヒ

ントになって、「水面の近くに出てくる色は”生”を表し

ていそうだ」という討論の流れができた。 

このように、Zoom を使ったタブレットを通したや

り取りによって、A 児の表現方法が格段に広がった。

それに従って、他の児童との意見交換が活発化し、討

論に繋げることができた。 

(６) 修学旅行先からの中継 

 同じ教室の中で、児童同士がオンラインで活発にや

り取りをすることができるようになった。その姿から、

教室の外にいる児童とも、オンラインでのやり取りが

できるのではないかと考えた。 

そこで、6 年生の修学旅行の際、旅行先の 6 年生と

通常の日課が行われている教室とを Zoom で繋ぎ、学

年間でのやり取りを行った。 

6 年生は旅行先のバスの中から、ずっと楽しみにし

ていた高級ホテルでの食事や、高速道路からの風景に

ついてなどをレポートした。 

 6 年生が修学旅行について発信する機会ができたと

同時に、下級生が画面越しだけでも修学旅行の雰囲気

を感じることができた。これは、来年以降に繋がるい

い経験になった。 

（７）文化祭での遠隔学習発表 

クラスの児童間に見られるようになった、オンライ

ンによって自分から発信していく姿を、クラスの友達

以外の人とのやり取りでも引き出してみようという取

り組みも行った。 

文化祭では、本クラスは例年、販売活動とゲームラ

ンドの運営を行ってきた。しかし昨年度は、コロナの

感染予防のために、接触や密が想定される今までの活

動ができなくなった。密を避けた、非接触型の活動を

用意する必要があった。 

そこで、オンライン授業での経験を活かし、テレビ

番組「クイズ あなたは小学５年生より賢いの？」のパ

ロディ「クイズ あなたは小学部１ブロック生より賢い

の？」をしようと、子どもたちに提案した。児童が考

えたクイズを保護者に出題し、別室にいる児童と保護

者が、Zoom を通して協力し、クイズに答えていくと

いう企画だった。 

 

 

 

 

 

 

 

Ų ȭȢȸ ʴǵɄɪɑ ǵ ἧ 

１…問題文 ２～４…解答者する児童 

５…解答する保護者 ６…ナレーターの児童 

７…司会者役の児童 

会場を、保護者や司会者役の児童がいる会場、解答

者役の児童がいる会場の２つに分けることで、密を避

けながら活動できるようにした。 

１ 

４ ３ ２ 

６ 

５ 

７ 
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 まず、A とB の２つのグループに分かれ、それぞれ

保護者に出題する問題を考えた。そして、その問題を

もとに、A グループが問題のナレーションをしている

時には、A グループが考えた問題にB グループの回答

者役の児童が保護者と共に答えた。そして、B グルー

プがナレーションの時には、B グループの児童が考え

た問題にA グループの解答者役の児童が答えた。 

最初、相手のグループの問題に答えられるか不安に

なった児童がいた。しかし、予め問題を解き、予習し

ておくことで、保護者の前でも自信を持って解答がで

きた。 

また、普段から、意見を発表する際に、声が小さく

なってしまう児童がいた。教室で練習した際も、聞き

取りにくい小さな声で解答していた。しかし、いざタ

ブレット画面を前にクイズに答えた際には、比較的聞

き取りやすい声を出すことができた。普段、身体的な

理由に加えて、自信のなさや緊張から声が小さくなっ

てしまう児童も、タブレット画面を通すことで、普段

の授業と同じように、リラックスした状態でいられた

ことが良かったのだと考えている。 

（８）Zoomを使った学校間交流 

 文化祭では、クラスの友達だけでなく、普段あまり

関わりのない友達の保護者とも、やり取りをすること

ができた。その姿から、さらに遠い存在である近隣の

小学校との学校間の交流活動でも、児童が積極的に自

己表現をする姿が生まれるのではないかと考えた。 

 例年、本クラスは近隣の小学校と、互いの学校を訪

問し合う形で学校間交流を行ってきた。しかし、コロ

ナ感染拡大防止のために、例年と同じ形での交流活動

は難しいと判断した。そこで、相手校と本校とを Zoom

で繋ぎ、遠隔での交流活動を計画した。 

Zoom 画面を通して対面したはじめの会では、本校

側はダンスを披露し、相手校側は歌を披露してくれた。

Zoom 越しながら、とても臨場感のある発表となった。

発表後の歓声や拍手もしっかり届き、遠隔であること

を感じさせない、和気あいあいとした空気が生まれた。 

次に、文化祭で行ったクイズを元に、本校の児童が

出題したクイズに、相手校の児童が解答する、という

活動を行った。文化祭で行ったように、お互いの様子

を画面の端で眺めながら、相手校の児童は共有画面に

映った問題に答えていった。相手校の児童は真新しい

活動に興奮しっぱなしで、元気よく解答してくれた。

そして、本校の児童は、今までのタブレット学習の経

験が蓄積されてきていたことで、落ち着いて出題でき

た。とても楽しい雰囲気の中、滞りなく進行できた。 

最後は、お互いの児童が感想発表をした。その前後

では、絵を描くのが得意な児童同士が画面越しに自分

で描いた絵を見せ合いっこするなど、子どもたちが自

発的にやり取りする場面も見られた。 

 

 

 

 

 

ų Zoom ș̓ǪǦǑȖȑǵ̝ǵ ἧ 

 通常の交流学習では、どちらかの学校に移動し、い

つもと違った環境での活動を強いられる。それだけで

緊張して、自己表現をためらってしまう児童も多い。

しかし、互いにいつもの生活スペースと同じ場所で活

動できたことで、リラックスした状態で、対面以上に、

素の自分を伝え合うことができた。 

加えて、相手校への移動がなくなったことで、肢体

不自由のある児童の負担が軽減された。さらには、移

動の時間を差し引いた分の活動時間が生まれ、とても

密度の濃い時間を過ごすことができた。 

３ 研究・実践の成果 

（１）休校中のオンライン授業や、教室でのソーシャ

ルディスタンスを取るための ICT の活用などにより、

新しい生活様式を求められる中でも、児童の学びを保

障できた。 

（２）初め、友達の前でなかなか発言できなかった児

童が自由に発表するにいたるまでのスキルを、ICT の

力を借りながら小さなステップを踏んで獲得してきた

ことによって、対面の話し合いの中でも自分の意見を

発信することができるようになった。 

４ 今後の課題 

今年度は別の特別支援学校に異動し、知的障害のあ

る児童を担当している。当然、前任校の児童とは、抱

えている学習上の困難は異なる。そんな実態に伴い、

コミュニケーション代替機能を中心として、昨年度と

は別の角度から、ICT による支援を模索している。 

その中で、肢体不自由のある児童がオンライン学習

によって自己表現が広がっていったように、単に障害

による困難を埋めるだけでなく、ICT を活用すること

で、より深い学びを実現していけるような実践を積ん

でいくことが、今後の課題だと考えている。 

 

交流先の児童が映ったTV 


